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本説明会の目的
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＜目的＞

本説明会は、宇宙戦略基金事業第二期技術開発テーマのうち、輸送領域の以下2テーマの
ステークホルダー評価に関する『評価者（ステークホルダー（顧客候補））と被評価者（本
テーマの提案機関（サプライヤ））の双方に対する評価の観点等のご説明』および『顧客候
補－サプライヤ間のネットワーキングの促進』を目的としています。

＜対象テーマ＞

①（経済産業省）高頻度打上げに資するロケット部品・コンポーネント等の開発

実施方針（政府文書）  ：公開済

公募要領（JAXA文書） ：公開済（公募中 締切：7/17正午）

②（経済産業省）高頻度打上げに資するロケット製造プロセスの刷新

実施方針（政府文書）  ：公開済

公募要領（JAXA文書） ：未公開（6月中旬公募発出予定）



ステークホルダー評価の仕組み
と

評価フォーム
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ステークホルダー評価の仕組み（1/2）
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＜ステークホルダー評価とは＞

⚫ 提案機関における一定の売上げや資金供給の蓋然性を確認することを目的としており、提案書の補足情
報としてJAXAにおける審査・評価の際に活用するためのもの。
※採択に係る審査においては、審査を受ける提案者に関する情報として活用する。

⚫ 主要な顧客候補や金融機関が、提案機関から提案書の内容又はそれに準ずる内容についての情報提供を
受けた上で、後述のフォームに評価を記載する。

⚫ 審査・評価の際には、記載された評価内容を総合的に勘案し、上記の蓋然性の確認に定性的に活用する。

⚫ 多くのステークホルダー評価の回答があれば一律に評価が高くなるというものではないが、JAXAとし
ては、顧客候補や金融機関の皆様に積極的に評価をご提出いただきたいと考えている。

＜本テーマにおけるステークホルダー評価の位置づけ＞

⚫ 応募にあたって提出必須の書類である。

４． 選定方法及び選定基準（抜粋）

（2） 選定基準

⑦ ステークホルダー（顧客候補、投資家・金融機関等）からの評価の内容。特に、本事業において
は事業の性質に照らし、顧客候補である複数のロケット事業者等からの評価を得られていること。

７． 応募に必要な書類（抜粋）

本技術開発テーマの応募には、所定の提案書（様式１～15）及びステークホルダー

評価 Forms の提出が必要です。

※上記は対象テーマ①の公募要領であるが、テーマ②についても同様の記載を予定しています。



ステークホルダー評価の仕組み（2/2）
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＜ステークホルダー評価の流れ＞

① 提案機関

提案書又はそれに準ずる情報を提供のうえ、評価 Forms に入力するよう主要なステークホルダーに依頼
する。その際、入力期限、応募予定の技術開発テーマ、技術開発課題（実施内容の名称）の 3 点を伝える。

②ステークホルダー

Forms上で評価を入力・提出する。

※ここで提出していただいた内容について評価者が何ら責任を負うものでありませんが、所属長名（評
価者が所属する部署の意見を代表できる方）でのご提出をお願いいたします。

主要なステークホルダー
（顧客候補、金融機関※）

JAXA
宇宙戦略基金事業部

提案機関

提案書

提案書
（又はそれに準ずる内容）

ステークホルダー評価
（Microsoft Forms）

※CVCや投融資を検討している事業会社を含む

※公募締め切り日時までに提出【締め切りは調整中】

①

②



評価フォーム
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Formsでご説明

公募要領記載のURL：

https://forms.office.com/r/dURcUG7XRH

https://forms.office.com/r/dURcUG7XRH


質疑応答
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⚫ 時 間 の 制 約 上 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー 評 価 に 関 す る ご 質 問 の み
と さ せ て い た だ き ま す 。 そ の 他 の ご 質 問 は 、 宇 宙 戦 略 基 金
の J A X A 公 開 W E B ペ ー ジ の Q & A を ご 参 照 の う え 、
S S F - c o n t a c t @ j a x a . j p ま で お 願 い し ま す 。

⚫ 本 日 の 口 頭 回 答 は 暫 定 と し て 取 扱 い 、 正 式 回 答 は 追 っ て 公
開 W E B ペ ー ジ に 掲 載 し ま す 。



質疑応答
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＜事前質問(1/2)＞

No. 質問 回答（説明会時点の暫定）

1 『ステークホルダー評価は公募締め切り日
時までに提出』とあるが、提案機関提出期
日・ステークホルダー評価期日を別々で設
定し公募する計画は無いでしょうか。（公
募締め切り日時ギリギリで提案されたとき
に、時間が無い為、評価者が適切公正な評
価をしにくくなることを懸念）

いただいたご意見踏まえてJAXA内で対応を
検討した結果【提案書締切りは維持、ステー
クホルダー評価提出締切りはプラス1週間程
度】とする方向です。

2 どの提案案件に対して評価するのかは個別
にJAXA様よりご連絡いただけるのでしょう
か。

NOです。公募要領4項(2)(P.27)の『選定基
準』の脚注9に規定のとおり、提案機関がス
テークホルダーへ依頼することとしています。

3 提案機関から評価者へはどのようにして提
案書が届くのかお教えください。（メール
で直接届くのか？ どこかにアップロード
されるものを取りに行くのか？（アップ
ロードされた連絡はすぐに来るのか？））

提案機関によります。

4 評価はMicrosoftFormsに記入する計画で
しょうか。

YESです。



質疑応答
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＜事前質問(2/2)＞

No. 質問 回答（説明会時点の暫定）

5 評価時に『同一の技術開発テーマについて
複数の提案機関を評価した場合，各提案者
の評価順位とその理由』を記載することを
計画しているようですが、そうすると、提
案機関提出期日を設け、全体が出そろって
から評価とするプロセスにしたほうがよい
と考えますが、いかがでしょうか。

提案機関からステークホルダーへの依頼期日
は設けず、ステークホルダー評価提出締切り
をプラス1週間程度確保する方向です。

6 評価時は、評価する会社でとりまとめて回
答する想定でしょうか。（評価者の社内で
バラバラではなく）

可能な限り会社でとりまとめて回答をお願い
します。
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